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(54)【発明の名称】 尿中アルブミン検出用試験片

(57)【要約】
【課題】プロゾーン現象を識別することが可能であり、
それにより、前記誤判定を防ぐことが可能な、免疫クロ
マトグラフ法による尿中アルブミン検出用試験片及び尿
中アルブミンの検出方法を提供すること。
【解決手段】下記部材：（ａ）ヒトアルブミンと結合し
得る第１特異的結合物質を吸水性基材上に固定化した固
定相、（ｂ）着色粒子を担体とし、該担体にヒトアルブ
ミンと結合する第２特異的結合物質を結合させた標識複
合体を水との接触によって脱離し得るように吸水性基材
に保持させた標識相、ならびに（ｃ）該標識相側の一端
に設けられた吸水部であって、吸水性基材からなる吸水
部、を有してなる試験片であって、該吸水部の近傍にタ
ンパク誤差法による試験紙を有することを特徴とする、
尿中アルブミン検出用試験片；該尿中アルブミン検出用
試験片を被検尿に浸漬することを特徴とする、尿中アル
ブミンの検出方法；ならびに該尿中アルブミン検出用試
験片の吸水部と、タンパク誤差法による試験紙とに被検
尿を滴下することを特徴とする、尿中アルブミンの検出
方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  下記部材：
（ａ）ヒトアルブミンと結合し得る第１特異的結合物質
を吸水性基材上に固定化した固定相、（ｂ）着色粒子を
担体とし、該担体にヒトアルブミンと結合する第２特異
的結合物質を結合させた標識複合体を水との接触によっ
て脱離し得るように吸水性基材に保持させた標識相、な
らびに（ｃ）該標識相側の一端に設けられた吸水部であ
って、吸水性基材からなる吸水部、を有してなる試験片
であって、該吸水部の近傍にタンパク誤差法による試験
紙を有することを特徴とする、尿中アルブミン検出用試
験片。
【請求項２】  該（ａ）～（ｃ）の部材のそれぞれが非
吸水性基材と張り合わされてなる、請求項１記載の尿中
アルブミン検出用試験片。
【請求項３】  該（ａ）～（ｃ）の部材が同一の吸水性
基材からなるものである、請求項１または２記載の尿中
アルブミン検出用試験片。
【請求項４】  タンパク誤差法による試験紙が、（ｃ）
の吸水部と同一面の末端に配置されてなる、請求項１～
３いずれかに記載の尿中アルブミン検出用試験片。
【請求項５】  タンパク誤差法による試験紙が、（ｃ）
の吸水部の裏面側の末端に配置されてなる、請求項１～
３いずれかに記載の尿中アルブミン検出用試験片。
【請求項６】  請求項１～５いずれかに記載の尿中アル
ブミン検出用試験片を被検尿に浸漬することを特徴とす
る、尿中アルブミンの検出方法。
【請求項７】  請求項１～５いずれかに記載の尿中アル
ブミン検出用試験片の吸水部と、タンパク誤差法による
試験紙とに被検尿を滴下することを特徴とする、尿中ア
ルブミンの検出方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、簡便、迅速に尿中
ヒトアルブミンの検出を行い得る試験片に関するもので
ある。より詳細には、サンドイッチ結合による免疫クロ
マトグラフ法において見られるプロゾーン現象（被検尿
中にヒトアルブミンが高濃度で含まれる場合に検出結果
が陰性や弱陽性となる現象）を識別することができる尿
中アルブミン検出用試験片に関する。
【０００２】
【従来の技術】生体試料の免疫学的検出方法において、
迅速且つ簡便に検出を行ないうる方法として、サンドイ
ッチ結合による免疫クロマトグラフ法が挙げられる。前
記方法は、例えば以下のような工程で行われる。即ち、
被検物質と特異的に結合し得る抗体を固定化した固定相
を有する吸水性基材からなる検査片の一端より、着色粒
子に該被検物質に特異的に結合し得る抗体を結合した着
色粒子標識抗体と、被検液との混合液を吸収させて展開
する。その後、混合液中で形成された着色粒子標識抗体
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－被検物質複合体は、検査片に固定化された抗体と結合
して固定相上に捕捉される。従って、該固定相に結合し
た着色粒子の色を目視で観察することにより、被検物質
を定性的または半定量的に検出することができる。
【０００３】しかしながら、上記方法によると、被検液
中に高濃度で被検物質が含まれる場合には、吸水性基材
上の固定相の抗体と着色粒子標識抗体との両方に被検物
質が多数結合するために固定相で着色粒子標識抗体が捕
捉されにくくなる。その結果、高濃度で被検物質を含む
検体の検出結果が、強陽性になるはずのところが、陰性
または弱陽性と誤判定される、いわゆる、プロゾーン現
象がおこるという欠点を有する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、プロゾーン
現象を識別することが可能であり、それにより、前記誤
判定を防ぐことが可能な、免疫クロマトグラフ法による
尿中アルブミン検出用試験片及び尿中アルブミンの検出
方法を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】即ち、本発明の要旨は、
〔１〕  下記部材：
（ａ）ヒトアルブミンと結合し得る第１特異的結合物質
を吸水性基材上に固定化した固定相、（ｂ）着色粒子を
担体とし、該担体にヒトアルブミンと結合する第２特異
的結合物質を結合させた標識複合体を水との接触によっ
て脱離し得るように吸水性基材に保持させた標識相、な
らびに（ｃ）該標識相側の一端に設けられた吸水部であ
って、吸水性基材からなる吸水部、を有してなる試験片
であって、該吸水部の近傍にタンパク誤差法による試験
紙を有することを特徴とする、尿中アルブミン検出用試
験片、〔２〕  前記〔１〕記載の尿中アルブミン検出用
試験片を被検尿に浸漬することを特徴とする、尿中アル
ブミンの検出方法、ならびに〔３〕  前記〔１〕記載の
尿中アルブミン検出用試験片の吸水部と、タンパク誤差
法による試験紙とに被検尿を滴下することを特徴とす
る、尿中アルブミンの検出方法、に関する。
【０００６】
【発明の実施の形態】本発明は、サンドイッチ結合によ
る免疫クロマトグラフ法用の尿中アルブミン検出用試験
片において、タンパク誤差法による試験紙を用いること
により、プロゾーン現象を識別することが可能であり、
それにより、前記誤判定を防ぐことが可能であるという
本発明者らの知見に基づく。
【０００７】本発明の尿中アルブミン検出用試験片は、
下記部材：
（ａ）ヒトアルブミンと結合し得る第１特異的結合物質
を吸水性基材上に固定化した固定相、（ｂ）着色粒子を
担体とし、該担体にヒトアルブミンと結合する第２特異
的結合物質を結合させた標識複合体を水との接触によっ
て脱離し得るように吸水性基材に保持させた標識相、な
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らびに（ｃ）該標識相側の一端に設けられた吸水部であ
って、吸水性基材からなる吸水部、を有してなる試験片
であって、該吸水部の近傍にタンパク誤差法による試験
紙を有することを１つの特徴とする。
【０００８】本発明の尿中アルブミン検出用試験片は、
タンパク誤差法による試験紙を有しているため、被検尿
中にヒトアルブミンが高濃度で含まれる場合であって
も、誤判定を防ぐことができるという優れた効果を発揮
する。また、本発明の試験片においては、免疫クロマト
グラフィーと前記タンパク誤差法による試験紙とが組み
合わされているため、微量アルブミンの検出においても
高い感度での検出が可能になるという優れた効果を発揮
する。
【０００９】前記「タンパク誤差法」は、１９１０年、
Ｓｏｅｒｅｎｓｅｎにより発見された原理であり尿タン
パクの定性・半定量試験の１つとして広く用いられてい
る方法である。
【００１０】本発明において、「タンパク誤差法による
試験紙」は、後述の吸水部の近傍に設置されることが好
ましい。「タンパク誤差法による試験紙」が、吸水部と
同一面の末端に配置されていても、吸水部の裏面側の末
端に配置されていてもよい。なお、本明細書において
は、、「タンパク誤差法による試験紙」側の末端を上流
端とする。好ましくは、図１および図２に示すように、
タンパク誤差法による試験紙１は、吸水部２に近接して
同一面、または非吸水性基材５を挟んだ吸水部２の裏面
に設置することが望ましい。
【００１１】本発明において、「タンパク誤差法による
試験紙」は、試験紙中にｐＨ指示薬が含まれており、タ
ンパク質の量に応じてｐＨ指示薬の色調が変化しうる試
験紙であり、例えば、テトラブロムフェノールブルーを
ｐＨ２～３のクエン酸緩衝液と共に試験紙に浸すことに
より作製されうる。前記テトラブロムフェノールブルー
においては、タンパク質陰性の場合、黄色のまま変化せ
ず、タンパク質濃度約２０ｍｇ／ｄｌ以上の時に緑色を
帯びた色調に変化するように調整される。前記「タンパ
ク誤差法による試験紙」においては、固定相における発
色がプロゾーン現象の影響を受ける最低のアルブミン濃
度以上で、タンパク誤差法の試験紙が陽性となるように
設定することが望ましい。
【００１２】（ａ）の固定相は、吸水性基材にヒトアル
ブミンと結合し得る第１特異的結合物質を固定化するこ
とにより作製できる。
【００１３】本発明の試験片に用いられる吸水性基材
は、被検尿または該被検尿を緩衝液等によって希釈した
希釈液を吸収できるものであればよく、迅速な測定を行
なうことができ、かつ固定相での被検物質の捕捉を十分
に行ないうる吸水性を有する基材が望ましい。具体的に
は、吸水性基材の吸水性は、５ｍｍ巾の短冊状に裁断し
た吸水性基材の片端部を水に浸漬し、１分間経過後の吸

4
水距離が０．５～５ｃｍ程度のものが好ましい。好まし
い具体例としては、例えば、ニトロセルロースフィルタ
ー、ガラス繊維濾紙、不織布、濾紙等が挙げられる。な
お、希釈液に使用される緩衝液としては、特に限定され
ないが、例えば、ホウ酸緩衝液、リン酸緩衝液、Ｔｒｉ
ｓ－ＨＣｌ緩衝液等が挙げられる。
【００１４】前記吸水性基材の吸水性を調整するため
に、該基材の表面に親水性重合体や、ウシ血清アルブミ
ン、カゼイン等のタンパク質、スキムミルク、ツイーン
２０等の界面活性剤を被覆、含浸させてもよい。親水性
重合体としては、ヒドロキシプロピルメチルセルロー
ス、ポリビニルアルコール、ヒドロキシエチルセルロー
ス等が挙げられる。
【００１５】さらに、吸水性基材として、同一材料から
なる基材を用いてもよく、異種の材料からなるものを任
意の接着手段によって接着して得られた連続した基材を
用いてもよい。
【００１６】吸水性基材の形状は、被検尿を展開できる
形状であればよく、例えば、矩形のシート状やロッド状
等が好ましい。
【００１７】第１特異的結合物質は、ヒトアルブミンと
結合しうる物質であればよく、抗体、その機能的断片等
が挙げられる。具体的には、特異的結合物質としては、
ウサギ、ヤギ、ヒツジ、ブタ等由来のポリクローナル抗
体、マウス、ラット由来のモノクローナル抗体が挙げら
れる。また、前記特異的結合物質は、単鎖抗体、Ｈ鎖、
Ｌ鎖、Ｆａｂ、Ｆ（ａｂ’）
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等の断片化された抗体で

あってもよい。
【００１８】第１特異的結合物質を吸水性基材上に固定
化する方法、即ち、固定相の作製方法としては、特に限
定されるものではないが、公知の物理吸着法および共有
結合法が挙げられる。
【００１９】かかる固定相は、後述の吸水部、前記「タ
ンパク誤差法による試験紙」及び後述の標識相の各部材
と同一の吸水性基材からなるものであってもよく、各部
材とは別に作製し、それぞれが非吸水性基材と張り合わ
され、連結させたものであってもよい。
【００２０】（ｂ）の標識相は、着色粒子を担体とし、
該担体にヒトアルブミンと結合する第２特異的結合物質
を結合させた標識複合体を水との接触によって脱離し得
るように吸水性基材に保持させたものである。
【００２１】本発明において、着色粒子は、肉眼で色が
検出可能なものであればよく、例えば、金コロイド粒子
等の金属コロイド粒子、スダンブルー、スダンレッドI
V、スダン III、オイルオレンジ、キニザリングリーン
等に代表される染料、顔料等でラテックス粒子を着色し
た着色ラテックス粒子等を用いることができる。上記着
色粒子の平均粒子径は、発色の良好性の観点から、０．
０１μｍ以上、好ましくは０．０５μｍ以上であり、着
色粒子の僅かな凝集に起因する吸水性基材の目詰まりを
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防ぐ観点から、３μｍ以下、好ましくは、０．５μｍ以
下であることが望ましい。具体的には、０．０１～３μ
ｍ、好ましくは、０．０５～０．５μｍの範囲であるこ
とが望ましい。
【００２２】第２特異的結合物質としては、ヒトアルブ
ミンと結合する物質であればよく、前記第１特異的結合
物質と同様のものが挙げられる。また、第２特異的結合
物質と第１特異的結合物質とは、同一であっても異なっ
てもよい。
【００２３】第２特異的結合物質を着色粒子に結合する
方法としては、公知の方法、例えば、共有結合法や物理
吸着法、イオン結合法等が挙げられるが、結合後の脱離
が無く、安定である点から、共有結合法が好ましい。
【００２４】標識相の作製方法としては、例えば、水溶
性重合体もしくは糖類、例えば、サッカロースやラフィ
ノース、トレハロースなどの溶液中に標識複合体を分散
させ、該分散液を吸水性基材上に塗布して乾操させる方
法が挙げられる。上記重合体としては、例えば、ポリビ
ニルピロリドン、ポリビニルアルコール、セルロースエ
ステル等が好ましく用いられる。
【００２５】（ｃ）の吸水部は、標識相側の一端に設け
られた吸水部であって、吸水性基材からなる。一定量の
被検尿を吸収させる観点から、前記「タンパク誤差法に
よる試験紙」と吸水部とを同一面に配置する場合には、
該試験紙の上流端から０～５０ｍｍ、好ましくは５～３
０ｍｍの位置に配置されていることが望ましい。また、
前記「タンパク誤差法による試験紙」を吸水部の裏面側
に配置させる場合、試験片の端部に配置されていること
が望ましい。また、吸水部は、前記「タンパク誤差法に
よる試験紙」、標識相及び固定相の各部材と同一の吸水
性基材からなるものであってもよく、各部材とは別に作
製し、それぞれが非吸水性基材と張り合わされ、連結さ
せたものであってもよい。
【００２６】（ｃ）の吸水部に用いられる吸水性基材と
しては、レーヨン、ポリエステル、ビニロン等の不織
布、ガラス繊維濾紙、多孔質樹脂等が挙げられる。
【００２７】さらに、本発明の試験片においては、検出
時の取り扱い易さの観点から、前記吸水性基材と、非吸
水性の板状の基材（非吸水性基材）とを貼り合せて用い
ることが好ましい。非吸水性基材としては、板状、フィ
ルム状のポリエステル等が挙げられる。また、本発明の
試験片は、被検尿などの展開を容易にする観点から、吸
水性基材からなる吸水パッドを有していてもよい。かか
る吸水パッドは、前記「タンパク誤差法による試験
紙」、吸水部、標識相および固定相の各部材と同一の吸
水性基材からなるものであってもよく、各部材とは別に
作製し、それぞれが非吸水性基材と張り合わされ、連結
させたものであってもよい。
【００２８】以下、本発明の尿中アルブミン検出用試験
片を図により説明する。図１は、タンパク誤差法による
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試験紙１と吸水部２が同一面に配置された試験片の例で
ある。図１の（Ａ）は、平面図を示し、（Ｂ）は側面図
を示す。図１の試験片において、吸水部２と標識相３と
固定相６は、同一の吸水性基材からなるものである。タ
ンパク誤差法による試験紙１と吸水部２とは、非吸水性
基材５の同一面に貼り合わせられている。
【００２９】図２は、タンパク誤差法による試験紙１と
吸水部２が、異なる面に配置された試験片の例である。
図２の（Ａ）は、平面図を示し、（Ｂ）は側面図を示
す。図２の試験片において、吸水部２と標識相３と固定
相６は、同一の吸水性基材からなるものである。タンパ
ク誤差法による試験紙１と吸水部２とは、それぞれ非吸
水性基材５をはさむように貼り合わせられている。
【００３０】図３は、実施例に挙げられた試験片であ
る。図３の（Ａ）は、平面図を示し、（Ｂ）は側面図を
示す。図３の試験片において、吸水部２と標識相３と固
定相６と吸水パッド４とは、異なる吸水性基材からなる
ものであり、非吸水性基材５上に貼り合わせられてい
る。
【００３１】本発明の尿中アルブミン検出用試験片によ
れば、プロゾーン現象を識別することが可能であるた
め、被検尿中にヒトアルブミンが高濃度で含まれる場合
であっても、正確な判定が可能な、尿中アルブミンの検
出方法が提供される。かかる検出方法も本発明の範囲に
含まれる。
【００３２】本発明の尿中アルブミンの検出方法は、本
発明の尿中アルブミン検出用試験片を用いることを１つ
の特徴とする。かかる検出方法としては、下記の２つの
態様：
（１）前記尿中アルブミン検出用試験片を被検尿に浸漬
することを特徴とする検出方法、および（２）前記尿中
アルブミン検出用試験片の吸水部と、タンパク誤差法に
よる試紙とに被検尿を滴下することを特徴とする検出方
法、が挙げられる。
【００３３】前記（１）の方法においては、例えば、試
験片の吸水部およびその近傍に設置された「タンパク誤
差法による試験紙」部の両方を一度に、採尿カップに採
取された被検尿中に数秒間浸漬する。
【００３４】一方、前記（２）の方法においては、例え
ば、試験片の吸水部および「タンパク誤差法による試験
紙」部に、排泄された尿を直接注ぐか、あるいは、スポ
イト等で採取された被検尿を該試験片の吸水部および
「タンパク誤差法による試験紙」部に滴下する。
【００３５】本発明の検出方法においては、アルブミン
の存在の有無は、下記のように行なう。被検尿の吸収に
より、「タンパク誤差法による試験紙」は、吸収された
尿中のタンパク質量に応じて色調が変化する。一方、吸
水部に吸収された尿は、吸水性基材中を移動して、ま
ず、標識相に到達し、標識複合体を該基材から脱離させ
る。ここで、被検尿中にヒトアルブミンがある濃度以上
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7
で存在する場合は、ヒトアルブミンは標識複合体と結合
し、複合体を形成する。次いで、被検尿の吸水性基材中
の移動とともに、上記複合体は固定相に到達し、ここ
で、固定相に固定化された第１特異的結合物質と結合
し、標識複合体－ヒトアルブミン－第１特異的結合物質
からなる複合体を形成して、固定相上に結合される。こ
のようにして固定相上に結合された着色粒子の発色の有
無、程度を肉眼観察または光学的に検出する。この際
に、前記「タンパク誤差法による試験紙」の発色の観察
により、タンパク質の検出が認められなかった場合は、
固定相の発色から、被検尿中のアルブミンの有無（定
性）、または、アルブミン濃度の程度（半定量）を判定
する。一方、前記「タンパク誤差法による試験紙」の発
色の観察により、タンパク質の検出が認められた場合
は、固定相での発色はプロゾーン現象による結果である
ので、発色の有無、発色の軽度に関わらず、アルブミン
高濃度と判定する。
【００３６】
【実施例】以下、実施例および比較例により本発明をさ
らに詳しく説明するが、本発明は、これらの実施例等に
よりなんら限定されるものではない。
【００３７】実施例１
（１）標識相の作製
スチレン／アクリル酸共重合体ラテックス粒子にスダン
ブルーで着色した着色粒子（平均粒径約０．２μｍ、粒
子表面カルボキシル基量５μｍｏｌ／ｍ2 ）を１０ｍＭ
  ホウ酸緩衝液（ｐＨ７．５）に固形分濃度５重量％と
なるように分散し、分散液を得た。前記分散液３ｍｌ
に、１－エチル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）
カルボジイミド塩酸塩水溶液（２ｍｇ／ｍｌ）１ｍｌ
と、抗ヒトアルブミン・ヤギＩｇＧ抗体（日本バイオテ
スト研究所製）の１０ｍＭ  ホウ酸緩衝液（ｐＨ７．
５）溶液（５ｍｇ／ｍｌ）２ｍｌとを加え、１０℃で５
時間反応させた。得られた反応物を前記と同じ緩衝液に
て遠心洗浄し、固形分濃度５重量％になるように再分散
させ、標識抗体含有液（標識複合体含有液）を得た。
【００３８】前記標識抗体含有液１μ１と、抗ヒトアル
ブミン・ヤギＩｇＧ抗体（日本バイオテスト研究所製）*
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*の１０ｍＭ  ホウ酸緩衝液（ｐＨ７．５）溶液（５ｍｇ
／ｍｌ）１μ１と、２０％サッカロース水溶液１５μ１
とを混合して、標識相塗布用試薬を得た。得られた試薬
をレーヨン不織布（５×１０ｍｍ）に塗布し、３７℃に
て１２時間乾燥させて、標識相（図３中の標識相３）を
得た。
【００３９】（２）抗体固定化膜の作製
抗ヒトアルブミン・ヤギＩｇＧ抗体（日本バイオテスト
研究所製）の１０ｍＭリン酸緩衝液（ｐＨ７．４）溶液
（２ｍｇ／ｍｌ）を、ニトロセルロース膜（ワットマン
製、孔径３μｍ、支持体付き、５×３０ｍｍ）の一端か
ら１５ｍｍの部位にライン状（１．５ｍｍ巾）に塗布し
た。得られた膜を３７℃で３時間乾燥した。ついで、
０．５％スキムミルクと０．１％ツイーン２０とを含有
した水溶液に１０分間浸漬し、３７℃で３時間乾燥さ
せ、抗体固定化膜（図３中の固定相６）を得た。
【００４０】（３）尿中アルブミン検出用試験片の作製
前記標識相、抗体固定化膜、吸水部用レーヨン不織布
（５×２０ｍｍ）、および、ガラス繊維濾紙（図３中、
吸水パッド４）（５×２０ｍｍ）を、図３のように、１
ｍｍづつ重なるように連結してポリエステル板（図３
中、非吸水性基材５）（５×１００ｍｍ）上に貼り合
せ、ついで、吸水部から３ｍｍの位置にタンパク誤差法
による試験紙（藤沢薬品工業、東洋濾紙社製；商品名：
ウロピースＩＩ、４×４ｍｍ）を貼り合せて、尿中アル
ブミン検出用試験片を得た。
【００４１】（４）尿中ヒトアルブミンの検出
ヒトアルブミン濃度０μｇ／ｍｌの尿に、表１に示す種
々の濃度になるようにヒトアルブミン（シグマ製）を溶
解させ、被検尿を得た。
【００４２】ついで、前記尿中アルブミン検出試薬の吸
水部とタンパク誤差法による試験紙部とを前記被検尿に
浸漬して３秒後に検出試薬を取り出した。３０秒後に、
タンパク誤差法による試験紙部の発色を、５分後に固定
相部の発色を肉眼により観察した。結果を表１に示す。
【００４３】
【表１】

【００４４】表１に示すように、ヒトアルブミン濃度６
２５μｇ／ｍｌ以上で固定相部の発色が弱くなったが、
この濃度域ではタンパク誤差法による試験紙部の発色が

見られた。したがって、かかる現象は、プロゾーンによ
る発色低下であることを識別することができ、アルブミ
ン濃度３１３μｇ／ｍｌ以上であると判定できる。
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【００４５】比較例１
（１）尿中アルブミン検出試薬の作製
タンパク誤差法による試験紙が設置されていない以外は
実施例１と同様にして尿中アルブミン検出試薬を得た。
【００４６】（２）尿中ヒトアルブミンの検出
ヒトアルブミン濃度０μｇ／ｍｌの尿に、表２に示す種
々の濃度になるようにヒトアルブミン（シグマ製）を溶*

10
*解させ、被検尿を得た。
【００４７】ついで、前記尿中アルブミン検出試薬の吸
水部を浸漬して３秒後に検出試薬を取り出した。５分後
に固定相部の発色を肉眼により観察した。結果を表２に
示す。
【００４８】
【表２】

【００４９】表２に示すように、ヒトアルブミン濃度６
２５μｇ／ｍｌ以上で固定相部の発色が弱くなることが
わかる。しかしながら、実際にプロゾーンによる発色低
下であるかどうかは識別することができなかった。
【００５０】
【発明の効果】本発明の尿中アルブミン検出用試験片
は、タンパク誤差法による試験紙を有しているため、該
試験片によれば、被検尿中にヒトアルブミンが高濃度で
含まれる場合であっても、誤判定を防ぐことができると
いう優れた効果を奏する。したがって、前記尿中アルブ
ミン検出用試験片を用いる本発明の尿中アルブミンの検
出方法は、被検尿中にヒトアルブミンが高濃度で含まれ
る場合であっても、誤判定を防ぐことができるという優
れた効果を奏する。 *

*【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の尿中アルブミン検出用試験片
の一つの態様を示す概略図である。
【図２】図２は、本発明の尿中アルブミン検出用試験片
の一つの態様を示す概略図である。
【図３】図３は、本発明の尿中アルブミン検出用試験片
の一つの態様を示す概略図である。
【符号の説明】
１  タンパク誤差法による試験紙
２  吸水部
３  標識相
４  吸水パッド
５  非吸収性基材
６  固定相

【図１】 【図２】

【図３】
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